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海上自衛隊のディーゼル潜水艦が何らかの事故で沈没！そんなちっぽけな

情報には誰も見向きもしないが、ひょっとしてそれが、米国と共同して日本政

府が開発した新型原子力潜水艦の誕生を秘匿するための大芝居だとしたら？ 

そんなバカな！と思いつつ、かわぐちかいじが1998 年から「週刊モーニン

グ」に連載した本作のアイデアと構想力そしてその世界観に脱帽！しかも、“独

立国家やまと”の建国を宣言した海江田四郎艦長が、平和憲法と非核三原則に

縛られた日本との友好条約（軍事同盟？）の締結を求めるとは！ 

他方、日米安保条約って一体ナニ？1960 年の安保反対闘争は有名だが、故

安倍晋三内閣が2015 年に成立させた「安保法制」を含め、今や安保条約も自

衛隊も日本国民に定着し、日米安保条約は確固たるものに！？そう思っていた

が、あの時代も、そして「トランプ2.0」が始まった今も実は・・・？ 

「映像化不可能」と言われていた本作の実写版第2作『沈黙の艦隊 北極海

大海戦』（25年）の公開に伴って、TVで実写版第1作（23年）（『シネマ55』

158頁）だけでなく、アニメ版計3作が放送されたことに拍手！ 

新聞の社説でもやっと、原子力潜水艦導入の可否が議論され始めた昨今、30

年近く前の『沈黙の艦隊』アニメ版計3作がテレビ放映された価値は大きい。

実写版のシリーズはまだまだ続くはずだが、防衛省が設置した「防衛力の抜本

的強化に関する有権者会議」が2025年9月に提出した「報告書」と合わせて、

アニメ版計3作をしっかり鑑賞し、日本国の行く末をしっかり考えたい。 

─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── 

◆『沈黙の艦隊』（23 年）の実写版・劇場版が公開されたのは 2023 年 9 月。それから 2

年後の 2025年 9／26に劇場版シリーズの第 2作が公開されたが、うれしいことにそれに

合わせて、まず関西テレビが9／25（木）、9／26（金）の2夜にわたって、『沈黙の艦隊』

第1作を「特別編前編」、「特別編後編」としてTV放映した。さらにBS12（トゥエルビ）
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の「日曜アニメ劇場」では、9／21（日）にアニメ版の第 1 作（96 年）が、9／28（日）

に「VOYAGE2」（97年）、「VOYAGE 3」（98年）が連続放映された。そのため、私はそ

のアニメ版計3作を9／28にまとめて鑑賞することができた。 

 

◆BS12（トゥエルビ）番組表によると、アニメ版第1作の「あらすじ」は次のとおりだ。 

日米共謀により極秘裏に建造された日本初の原子力潜水艦『シーバット』。しかし、『シ

ーバット』は試験航海中に海江田四郎艦長指揮の下、突如反乱逃亡。米軍はシーバッ

ト撃沈を決定する。追撃してきた米海軍の前に出現した『シーバット』は、全世界に

向けて独立国『やまと』を宣言、米艦隊の包囲網を突破し、同盟締結のため日本へ向

かった。苦悩する日本政府は、『やまと』を護衛するために海上自衛隊護衛艦隊の出動

を決定。日米が一触即発の状態に入った。事態を収拾するため開かれた緊急首脳会談

は紛糾、結論の出ないまま護衛艦隊は米艦隊の攻撃にさらされる。専守防衛の国是の

前になすすべのない護衛艦隊。だが、これを同盟国への攻撃とみなした『やまと』は、

米艦隊に壊滅的な打撃を与える。通常魚雷を撃ち尽くし、もはや武装は核兵器のみと

なった『やまと』は東京湾に浮上した・・・・・・。 

 

◆本作冒頭は、海江田四郎艦長が指揮する海上自衛隊のディーゼル潜水艦〈やまなみ〉が

ある事故（ロシアの原潜との衝突事故？）のために、深度700メートルを超える海中で“圧

壊（あっかい）”したとの悲報から始まる。米軍の報告によれば、当然「乗組員は全員死亡」

とのことだ。海上自衛隊の幹部はその情報を信頼し、その前提で記者会見に臨んだが、海

江田と同期でディーゼル潜水艦〈たつなみ〉の艦長たる深町は、ハナからそれを信用せず、

〈やまなみ〉沈没時の音声を分析したテープを何度も何度も聞いていた。 

そして、それを繰り返す中で、潜水艦の乗組員が信じるべきものは、「自分の目と耳と

勘！」を持論とする彼は、「これはハッチを閉じる音！」と確信する結論にたどり着いたか

らすごい。すると、海江田以下の乗組員全員は浮上した〈やまなみ〉から降りてハッチを

閉めた後、〈やまなみ〉を自動コントロール操作で再び海中へ！？しかし、なぜ海江田はそ

んな行動を？そして、もし海江田が生きているのなら、彼は今どこで何を？ 

 

◆日本の費用で秘密裏に原潜を建造し、その乗組員は海江田艦長以下全員日本人にする。

しかし、その所属は米第７艦隊とし、その原潜の名は“シーバット”（海のコウモリ）とす

る。 

戦後の平和憲法の下、1950年に成立した日米安保条約をどう評価するかは難しいが、そ

の後、“国是”となったのが、「持たず、作らず、持ち込まさず」の非核三原則だ。そんな

日本で、政府が国民に秘密裏に原潜を建造し、それを米第７艦隊の所属下に置く！そんな

バカな！？本作は、そんなメチャ面白い（ハチャメチャ（？）な）設定から始まるので、
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それに注目！そして、その後の展開にも注目！ 

 

◆いくら立派な潜水艦が造られても、それを操艦する優秀な艦長と乗組員がいなければ、

宝の持ち腐れ！それは、1853年のペリー来航から始まった、幕末から明治維新にかけての

動乱期でも同じだった。したがって、幕臣である勝海舟が、神戸に海軍操練所を作り、坂

本龍馬をその塾頭に任命して、軍艦操縦の勉強に励んだわけだ。 

米第７艦隊から“お目付け役”として同乗してきたラビット・ライアン大佐と共に 1 ヶ

月の訓練と20日間の講習を受け、さらに海江田からのたっての要請によって日本人乗組員

だけの“最終検査”を経て、今日は晴れて〈シーバット〉の日本政府への引き渡し式を迎

えることに。もっとも、日本が軍事大国の道を歩んでいた1930年代ならともかく、平和憲

法の下で自衛隊が“鬼子”のような存在になっている今の日本では、原潜の華々しい引渡

し式などできるはずはないが、そのことは海江田も先刻ご承知だ。 

しかして、海江田艦長率いる〈シーバット〉は、初の試験航行の道に着いたが、その前

日、海江田はお行儀悪く（？）〈シーバット〉の上に「やまと」と落書きをしていたから、

アレレ、アレレ。これは一体ナニ？海江田は何を考えているの？ 

 

◆試験航行に出発した〈シーバット〉が向かう先は、所属すべき米第７艦隊（太平洋艦隊）

だが、動き出した〈シーバット〉の前には、その“音紋”を採取するべく、米原潜〈ニュ

ーヨーク〉がいた。ところが、それを予測していた（？）海江田は、なんと〈ニューヨー

ク〉に向かって“音響魚雷”を発射したから、お目つけ役のライアン大佐はビックリ！ 

「これは軍規違反だ！」と判断した彼が、副艦長の山中に海江田の逮捕を命じ、艦の指

揮権を剥奪しようとしたのは当然だ。ところが、山中はライアン大佐の指示に従わなかっ

たばかりか、海江田は「艦長は私だ。この艦はシーバットではなくヤマトだ。」と宣言した

から、ビックリ！このようにして米原潜〈ニューヨーク〉の前から突然と姿を消したシー

バット、いや〈やまと〉の行き先は？海江田は一体何を狙っているの？ 

 

◆〈シーバット〉が所属すべき第７艦隊から逃亡したことを知った米国のベネット大統領

が〈シーバット〉の撃沈を命じたのは仕方ないし、これによって、本作では、〈やまと〉と

〈ニューヨーク〉との海中での潜水艦同士の対決が描かれるが、そこでは海江田が愛して

やまないモーツァルトの交響曲第40番の第1楽章から第4楽章がそれぞれ印象的な形で、

かつ大音量で流されるので、それに注目！海江田艦長の水中での戦い方は素晴らしいアイ

デアとなるほどと納得させられる合理性でいっぱいだが、モーツァルトの交響曲すら潜水

艦同士の戦いのアイテムにするとは、海江田艦長の頭の構造はすごい。 

てなわけで、米原潜〈ニューヨーク〉を一蹴した〈やまと〉は、次に米第７艦隊の旗艦

空母〈カール・ヴィンソン〉の目の前に堂々と浮上したからビックリ！〈カール・ヴィン
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ソン〉の周りには米第 7 艦隊の艦船がずらりと並んでいたから、その砲撃やミサイルを受

ければ、〈やまと〉などひとたまりもなくアウト！誰でもそう思うはずだが、そこで海江田

艦長は「魚雷発射の準備が整っている」と述べたうえで、「我が魚雷弾頭は通常にあらず。

繰り返す、我が魚雷弾頭は通常にあらず。」と述べたから、さあ、〈カール・ヴィンソン〉

はどうするのか？ 

 

◆日本が原潜を建造していた！？そして、その原潜〈シーバット〉を米第７艦隊の所属と

していた！？しかも、そのシーバットの艦長たる海江田が小笠原沖で〈シーバット〉を奪

って逃亡した！？ 

それが公になった日本政府が、てんやわんやの大騒ぎになったのは当然だ。海江田を軍

法会議に処し、最悪の場合、〈シーバット〉の撃沈もやむなし！そんな意見も登場したが、

竹上総理率いる与党政府の判断は？また、防衛庁や自衛隊の判断は？そこでの議論が日米

安保条約の存在を前提としたものになるのは仕方ないが、米軍による〈シーバット〉いや

〈やまと〉の撃沈を易々と許していいの？日本は、日本として〈やまと〉を守るべきでは

ないの？そのためには、米軍よりも先に海上自衛隊が〈やまと〉を捕獲することが必要だ

が、海上自衛隊にそんな能力があるの？しかも日米安保条約の下で“非核三原則”のほか、

専守防衛を国是としてきた日本の自衛隊が、〈やまと〉の捕獲やその護衛任務を果たすこと

ができるの？ 

そんな論点が山積みだが、竹上総理は海上自衛隊のディーゼル潜水艦〈たつなみ〉の深

町艦長に〈やまと〉の“捕獲”を命じたほか、自衛隊の第二艦隊に〈やまと〉護衛の任務

に就かせたからすごい。もちろん、本来真剣に考えなければならないストーリー展開（論

点の提示）は、NHKのニュース番組等で論じるべきだが、何とかわぐちかいじの漫画コミ

ックの中で展開されていることにビックリ！ 

 

◆浮上し、停止している小さな潜水艦など、巨大な空母が踏み潰してしまえば、それでア

ウト！海江田からの警告は本当？それともこけおどし？〈カール・ヴィンソン〉の艦長は

そんな悩みすら持たず、一気に〈シーバット〉を踏み潰すかに見えたが、結果は衝突直前

に回避したから、アレレ、アレレ。これは一体なぜ？ 

それが海江田が目論んだとおり、そして現在の北朝鮮の金正恩が“高笑い”していると

おり、“核の威嚇”というものだ。ちなみに、刑事訴訟における被告人には、有罪になるま

では「無罪の推定」が働くため、検察官が有罪の立証責任を持つが、核の保有については、

保有しているか否かが問題ではなく、「保有しているかもしれない」と思わせることができ

るか否かが問題なのだ。 

しかし、海江田はいつ核弾頭を〈やまと〉に積み込んだの？それについての海江田のラ

イアン大佐に対する説明は、「日本人乗組員だけの最終検査の時だ」というものだった。た
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しかに彼が言うとおり、「その時に積み込んだ」という証明はできなくとも、「その時に積

み込まなかった」との証明ができない以上、「積み込んだかもしれない」との疑いを消すこ

とはできないわけだ。 

本作最大の見どころは、そんな展開を受けて海江田が行う、「我々は脱走艦ではない。第

７艦隊の所属でもない。我々は〈独立国やまと〉だ。これは我々の独立宣言である。」との

独立宣言だから、それに注目！また、それに続く、「国家の領海は 12海里。その領海を侵

犯した者に対する攻撃権はこちらにある！」との宣言をどう考える？ 

専守防衛もわからないではないが、米第 7 艦隊から〈やまと〉と〈たつなみ〉がここま

での攻撃を受けているケースなら、〈やまと〉と〈たつなみ〉に専守防衛の枠を超えて、反

撃（武力攻撃）の権利があるのでは・・・？ 

 

◆米空母〈カール・ヴィンソン〉が〈やまと〉の“踏み潰し”を自ら回避したのは、一に

も二にも、〈やまと〉が核を保有しているかも？との心配からだ。しかし、そうだからとい

って、その後の〈やまと〉の航行の自由と安全が保証されたわけではない。 

そんな“にらみ合い（？）”の中に割り込んできたのが、まず、深町艦長指揮する、ちっ

ぽけなディーゼル潜水艦〈たつなみ〉だ。彼は大胆にも〈やまと〉への乗艦を希望し、海

江田元首との直接会見を実現させたからすごい。さらに、深町は海江田に対し、「高価なお

もちゃを持っての戦争ごっこはやめろ！」と迫ったが、それに対する海江田の対応は？さ

らに〈やまと〉護衛のため、海上自衛隊の護衛艦が現場に急行したから、話はさらにやや

こしいことに。 

他方、米艦船は〈やまと〉と〈たつなみ〉そして、海上自衛隊の護衛艦に対し、「海域」

からの退去を命令。従わなければ攻撃すると宣言。そして、現実にその宣言どおり、多く

の艦船から大量のミサイルや魚雷を発射してきたからヤバい。急速潜航した〈やまと〉は

とりあえず難を逃れたが、洋上に浮かぶ海上自衛隊の護衛艦は？また、〈やまと〉よりはる

かに性能が劣るディーゼル潜水艦〈たつなみ〉は？ 

2025（令和7）年10月14日記 


